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た。また、両酵素は中性pH(pH 7-8)、30-50℃の温度域で も強い活性を示し、pH 7.5、
37℃においてゼラチンと反応させると、反応6時間後にはほぼ完全にゼラチンを分解し
た。今後これらの酵素を単離精製し更なる性質を調べることが課題である。 
 以上の結果から有明海産エイコラーゲンは比較的高い熱安定性を持つ魚類コラーゲンと
して酵素細胞培養基質やMMPの基質としての有効性が期待される。 
 
 
